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大学図書館の機能を拡張し発展させる

広島大学ライティングセンターの取り組み

上 田 大 輔，尾 崎 文 代，高 橋 努

抄録：広島大学ライティングセンターは学習支援と研究支援を行うことを目的として設置され，広島大学図

書館はライティングセンターの設置と運営に中心的な役割を果たしている。ライティングセンターは学習支

援としてライティング相談を，研究支援として研究成果発信のための様々な取り組みを行い，学習と研究の

両面のサポートを行っている。ライティングセンターが行っている活動は，図書館が他の関連部署と密接に

連携し，学習と研究の両面からアカデミックライティングの支援を行うことで，大学図書館機能を拡張し，

発展させていく先駆的な取り組みである。

キーワード：ライティングセンター，ライティング支援，学習支援，研究支援，大学図書館

1．はじめに

広島大学図書館では，大学の方針のもとに平成

25 年 4 月に広島大学ライティングセンターを立ち

上げ，学習・研究両面のライティング支援を行って

いる。本稿では，ライティングセンター立ち上げの

準備とその後の活動報告，および，ライティングセ

ンターが行っているライティング支援と大学図書館

活動とのかかわりについて述べる。

2．ライティング支援の重要性

大学におけるライティング支援は，学生の学習活

動，および，研究者の研究活動をサポートするため

に必須の機能である。また，近年は大学図書館もレ

ポート作成などのライティング支援を行っている。

2.1 学習活動における重要性

大学生は，授業での課題や学期末のレポート，卒

業論文のように文章を書くことが多く求められる。

それは，大学での学びが文章を書くことを重要視し

ていることの表れである。井下は，書く行為を「こ

とばで思考し，ことばに表現することを通して自己

を認識するという内的にして知的な行為」と定義し

ている
1）
。つまり，書く行為は外から得た様々な知

識を自分の中で消化して，自分の思考を整理し，認

識するプロセスであるといえる。したがって，文章

を書くことによって，得た知識を言葉の意味のまま

表面的にとらえて終わりにするのではなく，知識を

整理し，思考し，自分の言葉で表現するという深い

学びを得ることができるのである。そのため，文章

を書くことは大学における学習の中で最も基本的で

あり，重要な活動の 1つであるといえる。

しかし，多くの大学生は文章を書くことについて

苦手意識を持っている。山田によると，大学での学

習によって文章表現能力が大きく向上したと答えた

米国の大学生は 30.2％であるのに対し，日本の大学

生は 2005 年の調査で 10.6％，2007 年の調査では

8.4％にとどまる
2）
。また，渡辺は，ある国立大学

の新入生（4,204 人）の 64.4％が「まとまりのある

長い文章を書くこと」に苦手意識を持っており，

「論理的に物事を考えること」や「自分の考えを分

かりやすく説明できること」などの 20 の学習技能

の中で最も苦手意識が高かったと述べている
3）
。

文章を書くことは，大学での学びにとって重要な

活動であるにもかかわらず，現実には多くの大学生

が文章を書く力がついていないと感じたり，文章を

書くことに苦手意識を持っている。このギャップを

埋めるためには，大学生が文章を書く力を伸ばすた

めのサポートを行うことが必要である。

2.2 研究活動における重要性

研究者にとってもライティングは重要な研究活動

の 1つである。研究者は自分が行った研究の成果を

論文，著書などで公表することで，その研究成果が

研究者コミュニティで共有され，さらに新たな研究

につながっていく。酒井は，研究者は「科学技術の

進歩という人類の共同作業に参加」しており，その

ため「世界に向けて論文を発表し，この共同作業の

進捗に貢献しなくてはいけない」と述べている
4）
。

また，文部科学省科学技術・学術政策研究所の

「科学技術指標 2016」によると，2014 年に世界で生

産された論文数は約 136 万件で，1980 年代前半と

比較して約 3 倍に増加しており
5）
，研究者による論

文の生産は近年とても活発になっている。日本にお

いても，研究力の強化やグローバル化の流れととも

に，従来から英語での論文作成が一般的であった医

学，工学，理学などの自然科学分野だけではなく，
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人文社会科学分野でも英語論文作成を促進する動き

がある。そのため，研究者へのライティング支援，

特に英語論文作成のためのライティング支援は，重

要な研究支援の 1つと考えられる。

2.3 大学図書館でのライティング支援

文部科学省科学技術・学術審議会学術情報委員会

の「学修環境充実のための学術情報基盤の整備につ

いて（審議まとめ）」の中では，学生の主体的学習

の効果を高めるために，学生を支援する体制構築の

必要性が述べられており
6）
，大学による学生への学

習支援，とくにピアチュータリングなどによる支援

が求められている。

大学図書館でも，このような学習支援の方向性に

加えて，近年のラーニングコモンズの設置とそれに

伴う人的資源の配置により，大学院生が学習相談や

レポート作成支援などを行う事例が増加している。

徳島大学附属図書館では，2013 年から教員と大学

院生が，各教科の学習やレポートの書き方を支援す

る Study Support Space を開設しており
7）
，お茶の

水女子大学附属図書館も大学院生が学習相談の一環

として，レポートの書き方などのライティング支援

を行っている
8）
。また，大阪大学附属図書館は図書

館職員と教員，大学院生の TA が協働して「レ

ポートの書き方講座」などの講習会を開催し，学生

に対するライティング支援を行っている
9）
。信州大

学では図書館と高等教育研究センターが連携して，

授業の中で初年次学生を対象としたレポートの書き

方支援の取り組みを行っている
10）
。

3．広島大学ライティングセンターの概要

広島大学ライティングセンターは，学生の学習環

境を整備して学習支援を行うこと，および研究大学

として発展するための研究支援を行うことを目的と

して設置された。広島大学図書館はライティングセ

ンターの設置と運営に中心的な役割を果たし，学習

と研究の両面のサポートを行っている。

3.1 設立準備から現在までの流れ

広島大学ライティングセンターの設置は平成 24

年度に大学の方針により決定された。設置の目的は

学生の学習環境を整備して学習支援を行うこと，研

究大学として発展するための研究支援を行うことの

2 点である。このミッションを遂行するために，限

られた予算と人的資源の中で運営を行える部署とし

ていくつか上がった候補の中で，図書館がライティ

ングセンターの中心的な運営を担う部署として選ば

れた。その理由として，図書館長のリーダーシップ

が期待できること，情報関係の授業や講習会でレ

ポートの書き方などの学習支援活動を行っていたこ

と，ラーニングコモンズの整備に伴い，総合的な学

習機能を備えていることなどがあげられる。

ライティングセンターは，平成 24 年度の準備期

を経て，平成 25 年度から 27 年度まで年ごとに活動

を拡充してきた。平成 24 年度はライティングセン

ター設立に向けた具体的な検討や準備を行い，平成

25 年度はライティングセンターを立ち上げ，大学

院生のライティングチューター（以下，チュー

ター）による日本語文章のライティング相談を開始

した。平成 26 年度は研究基盤の整備および運営体

制の強化を行い，平成 27 年度は学習支援，および

研究支援サービスの拡張を行った。

準備期（平成 24 年度）

�平成 24 年に策定された「広島大学の機能強化に

向けた行動計画 2012」において，学習環境の整

備，研究大学としての発展を実現するためのライ

ティングセンターの設置が明記された。

�上記の行動計画を受けて，10 月に図書館長を座

長とした全学的なワーキンググループが組織さ

れ，ライティングセンター設置に向けての要件や

課題の検討を行った。図書館はワーキンググルー

プの事務局を担当した。

�ワーキンググループでの検討の結果，平成 25 年

度にライティングセンターのチューター養成を兼

ねた大学院授業を開設すること，ライティングセ

ンターを中央図書館内に設置することを骨子とす

る答申を学長に提出した。

学習環境の整備期（平成 25 年度）

�平成 24 年度の設置の検討をふまえて，図書館長

がライティングセンター長として任命され，ライ

ティングセンターが設置された。

�図書館が運営・管理などの実務を担当し，ライ

ティング相談開始に向けて準備を進めた。

�教育学研究科で授業を開設し，専門的な知識・技

能が必要となるライティング相談を担う学生

チューターの養成を行った。

�図書館のレファレンスと情報リテラシーを担当す

る係にライティングセンター業務を加えた。これ

により直接的な業務担当を明確にし，ライティン

グセンターの運営基盤を整備した。

�上記授業の単位取得を条件としてチューターの募

集・選考を行い，大学院生 8名を採用した。

�ライティング相談業務の実践的な知識や技能を学

ぶため，先行大学である早稲田大学ライティング
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センターから講師を招き，3 日間にわたる実践的

な研修を行った。

� 11 月からチューターによる日本語文章のライ

ティング相談を開始した。

研究基盤の整備期（平成 26 年度）

�これまで図書館だけで行ってきたライティングセ

ンターの運営に，研究成果の国際発信力を高める

ことを目的に，学内の研究担当の部署である研究

企画室が加わった。

�英語論文での研究成果の発信を強化するため，専

任の教員が配置され，教員による英語論文作成相

談を開始した。

�英語論文数の増加と質の向上を図るための英文校

正費一部助成制度を開始した。

�学内研究成果の国際発信を目的とした学内発行誌

の英文抄録の校正費助成を開始した。

�英語論文作成や国際学会発表などを支援するため

の各種セミナーを実施した。

�センターの基本方針および，管理・運営上の重要

事項に関する事項を審議するための全学的なライ

ティングセンター運営会議を組織した。

サービス拡張期（平成 27 年度）

�これまで行っていた日本語文章のライティング相

談に加えて，チューターによる英語文章のライ

ティング相談を開始した。

�他キャンパスの利用者へのサービスを目的とし

て，Skype を利用したオンラインライティング

相談を開始した。

�他キャンパスでの英語論文作成相談を開始した。

�専任教員によるオンデマンド英語論文ワーク

ショップを開始した。

�英語論文の執筆を支援するため，研究科と協力し

て，英語論文執筆リトリートを実施した。

3.2 組織・体制

ライティングセンターは，センター長（図書館長

兼任），副センター長（専任教員・副図書館長），運

営会議委員（図書館・教育担当部署・研究企画室），

実務担当者（図書館・研究企画室），ライティング

チューター（大学院生）で構成されている（図 1）。

ライティングセンター運営会議では，ライティン

グセンターの方針などの重要事項を決定する。一

方，日常的なライティングセンターの運営は，図書

館，教員，研究企画室の三者が連携して行ってい

る。図書館はライティングセンター設立当初からセ

ンターの運営に深く関わってきており，組織上もセ

ンター長は図書館長が兼務，副センター長は副図書

館長が兼務し，もう 1人の副センター長である専任

教員とともにライティングセンターを統括する役割

を担っている。

ライティングセンターは，学習支援と研究支援の

両面からサービスを展開しており，学習支援を主目

的としたライティング相談は，図書館と教員が連携

して運営を行っている。研究支援サービスは，教員

が英語論文作成相談を，研究企画室が英文校正費一

部助成および，英文校正・翻訳割引サービスを，図

書館が学内発行誌の国際発信支援サービスを担当し

ている。センターが主催する各種セミナーは研究企

画室，教員，図書館が協働して企画・運営を行って

いる。

また，ライティングセンター運営に係る進捗の確

認と課題の解決を目的として，図書館，研究企画

室，教員，教育担当部署がメンバーとなって，定期

的にミーティングを行っている。

3.3 設置場所

ライティングセンターの場所は，中央図書館の 1

階に位置しており，ここでライティング相談と英語

論文作成相談を行っている。現在は，センター内に

相談ブースを 3つ設けて，同時に最大 3名までが相

談できる体制を整えている。

図書館にライティングセンターを設置した理由に

は，図書館が総合的な学習環境を備えており，学習

を目的とする学生が集まりやすいことがある。これ

までも図書館は，学習に必要となる資料と静寂な学

習スペースやラーニングコモンズなどの学習空間を

提供して，学生が集う学習の場として機能してき

た。さらに図書館にライティング支援を行う環境が

加わることで，より一層，学習支援を行う場として

の図書館機能が強化される。
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4．ライティング相談による学習支援

ライティングセンターは，利用者が自分自身で分

かりやすい学術的文章が書けるようになることを目

的としたライティング相談を行い，学生の学習を支

援している。

4.1 ライティング相談の概要

ライティングセンターにおけるライティング相談

は，学術文章を書くための専門的なサポートを行っ

ていることが大きな特徴である。ライティング支援

に関する専門的なトレーニングを受けたチューター

が，レポートから博士論文，投稿論文（日本語文章

のみ）までの様々なレベルの学術文章の作成を支援

している。

ライティング相談では，利用者が書いた文章を

チューターが一方的に添削するのではなく，利用者

がチューターとの対話を通じて自身の気付きを得る

ことで，利用者の学術的文章作成力を育むことを目

的としている。

サービス概要（平成 28 年 3 月 1 日現在）

�広島大学の構成員（学部生，大学院生，研究生，

研究員，教職員など）は誰でも利用可。

�対象は日本語または英語で書かれた学術文章。

�利用時間は授業期平日の 10：30〜17：50 まで。

�13 名の大学院生のチューターが在籍し，各時間

帯でチューター 2〜3名が勤務。

�1 回の相談時間は日本語文章が 40 分（予約がな

ければ延長可），英語文章は 80 分。

基本方針

�チューターは利用者と一緒になって，ブレインス

トーミングや文章の検討を行い，より分かりやす

い文章の作成を目指す。

�チューターは対話を通じて書き手の意図や思考を

引き出す。

�チューターによる文章の修正や添削，校正は行わ

ない。

チューターは 40 分，または 80 分間の相談時間の

中で利用者のニーズを聞き取り，達成する目標を設

定する。そのあと，文章診断や対話による利用者の

意図の確認などを行いながら，利用者自身が文章作

成のヒントや気付きを得るような支援を行う。

利用者は，チューターからどのように書いたらよ

いかという答えを教えてもらうのではなく，チュー

ターからの問いを受けて「自分の問題意識はどのよ

うなところにあるのか？」「自分が最も言いたいこ

とはどういうことなのか？」「説得力のある主張を

するためにはどのような根拠が必要なのか？」と

いった問いを自分で考える必要がある。このような

プロセスを経ることで，利用者の思考が整理され，

文章作成のヒントや気付きを得ることができ，利用

者の文章を書く力を育むことにつながっていく。

4.2 チューターの養成

学術文章のライティング支援を行うためには，学

術文章の書き方の知識，論理的で一貫性のある学術

文章の作成技能，他人が書いた文章を診断する技

能，対話によって相手の意図や思考を引き出す技能

といった専門的な知識と技能が必要になる。

しかし，図書館内部で専門的な知識や技能を学生

に教え，継続的に質の高いチューターを養成するこ

とは困難である。そのため，ライティングセンター

では，教育学研究科が開設した大学院授業「学術文

章の書き方とその指導法：大学教員を目指して」と

連携して日本語文章のライティング相談を担当する

チューターの養成を行っている。この授業は教育学

研究科の学生だけでなく，すべての研究科の学生が

履修可能である。そして，新人チューターは採用後

に先輩チューターが講師となる新人研修，および先

輩チューターとペアで行う On the Job Training で

実践経験を積むことで，ライティング相談に必要な

専門的な知識・技能を体系立てて習得することがで

きる。また，週 1 回チューター全員が集まるミー

ティングを開き，ライティング相談で起こった問題

の共有や解決を行っている。さらに，そのミーティ

ング時間を利用して各チューターが担当となり，各

自の課題に応じた，あるいは自分の専門知識を共有

するための研修を実施している。それ以外にも，英

語文章を担当するチューターは専任教員による研修

を週 1回実施し，継続的な知識や技能の獲得に努め

ている。

このように広島大学では，ライティング支援に必

要な専門的な知識と技能を持つ人材を継続的に育成

するシステムを構築し，あらゆる種類の学術文章を

書くための専門的なサポートを行っている。

しかし，最初に採用したチューターはライティン

グ相談の実践経験がなかったため，先行大学である

早稲田大学ライティングセンターにライティング相

談に関する講義や実習など幅広い内容の研修を実施

してもらった。広島大学ライティングセンターは，

早稲田大学の研修で学んだライティングセンターの

理念やライティング相談の実践方法を採用してい

る。
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新人チューター研修プログラム例

�ライティングセンターの理念

�相談の方法（目標の立て方，質問の仕方，書き込

み作業の仕方，ブレストの仕方）

�文章診断の観点

�模擬セッション

ミーティング内研修プログラム例

�チュータリングの原則

�心理学の文章の書き方

�日本語における文末表現と接続ことば

�宗教学とライティング

4.3 利用実績

平成 25 年 11 月から平成 28 年 2 月の期間に 1,550

回の日本語文章のライティング相談を実施した。年

月別の利用件数を図 3示す。ライティング相談は授

業期間中のみ実施しており，9月と 3 月は実施して

いない。また，平成 27 年 10 月に開始した英語文章

のライティング相談の利用件数は平成 28 年 2 月ま

での 5ヵ月間で 24 件であった。

日本語文章のライティング相談の利用件数は着実

に増加している。平成 25 年度と 26 年度の 11 月か

ら 2月までの利用件数を比較すると約 2倍増加して

おり、同じく平成 26 年度と 27 年度の利用件数を比

較すると約 1.5 倍に増加している。

相談の対象文章を見てみると，全体のうちレポー

トが 26.6％，修士論文が 26.5％であり，この 2つの

割合が高い。また，博士論文が 3.4％，投稿論文が

5.9％あり，レポートから投稿論文まで様々な学術

文章が相談対象となっている。

利用者はほぼすべてが学生であり，学部生，大学

院生（修士課程），大学院生（博士課程），研究生な

どである。全体に占める割合は学部生が 30％，大

学院生（修士課程）が 40％となっており，学部生

と大学院生（修士課程）で全体の 7割を占める。特

に，学部生の総数が約 14,000 人，大学院（修士課

程）の学生が約 2,400 人であることを考慮すると，

修士課程の大学院生の利用率が最も高い。

また，全体の約 46％が留学生による利用であり，

留学生へのライティング支援としても活用されてい

る。これは，ライティングセンターが，グローバル

化により増加している留学生，特に，日本語を第二

言語として学んでいる留学生に対する支援機関にな

りうることを示している。

ライティング相談の利用者の約半数は 2回目以上

の利用者であり，かなり高い割合になっている。こ

れは，ライティング相談を利用した人の満足度が高

いこと（下記，アンケート結果を参照），修士課程

の大学院生の利用が多く，修士論文のような比較的

まとまりのある文章を対象にしており，継続して利

用したいという要望が多いためと思われる。一方

で，新規の利用者が伸び悩んでいるともいえ，より

一層の広報活動，例えば，授業の中で担当教員から

学生にライティングセンターの活用を促してもらう

といった働きかけを行う必要がある。

ライティングセンターではライティング相談利用

後に任意で無記名のアンケートを実施している。ア

ンケートの集計結果によると，ライティングセン

ターを利用して文章の気づきやヒントを得られたと

回答した利用者が 99.6％，ライティングセンターを

また利用したいと回答した利用者が 99.9％と大変高

い割合になっており，利用者はライティング相談に

高い満足度を得ていることが分かる。相談を行って

どのような気付きを得られたかという質問に対して

は，「自分のテーマに関する課題や疑問点の整理が
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できた」「文章の構成が分かった」「文章の書き方が

よく分かった」という回答が多く寄せられた。

ライティング相談を行った利用者の声（抜粋）

課題や疑問点の整理ができた。

�自分の疑問点が整理できた。

�教えてもらうのではなく，チューターに説明をす

ることで，課題が整理された。

�実際に話すことで必要な情報が見えてきた。

文章の構成が分かった。

�文の構成や内容について分かった。

�より分かりやすく伝えるための文章構成が分かっ

た。

�章の組み立てを整理できた。

文章の書き方が分かった。

�1 つの段落に言いたいことを 1つ書くということ

が分かった。

�一文一義について分かった。

5．国際発信の強化を進める研究支援

ライティングセンターは，広島大学の国際的な認

知度を向上させることを目的として，研究者が生産

した研究成果を世界に発信するための様々な取り組

みを行い，研究活動を支援している。

5.1 英語論文作成相談・ワークショップ

ライティングセンターでは，英語での論文作成を

支援するため，専任教員による英語論文作成相談を

行っている。このサービスは，英語投稿論文や学会

抄録，発表原稿を対象にして，論文の構想，全体の

構成や展開，論文のスタイル，図表の作り方などの

検討を行う。英語論文の書き方や構成，英語文法や

語彙の使い方などに精通した教員が利用者と 1対 1

で個別の相談を行うため，英語論文を書くことに慣

れていない利用者にきめ細かなアドバイスができる

ことが特徴である。

当初は 8つの学部と 9つの大学院が集まっている

東広島キャンパスのみでの実施であったが，平成

27 年 11 月からは医歯薬保健学研究科などがある霞

キャンパスでもサービスを開始している。

また，論文作成や学会発表のために必要な基本的

なスキルを，受講者の希望に合わせた日程で提供す

るオンデマンド英語論文ワークショップも平成 27

年 12 月からサービスを開始している。

5.2 英文校正費の一部助成と校正・翻訳費の割引

英語論文作成支援の一環として，英文校正の利用

動向や支援への期待・ニーズを把握するために，研

究企画室のURAが学内の研究者を対象にアンケー

ト調査を行った。その結果，回答者の 91.8％が「英

文校正を（時々 / 頻繁に / 必ず）使いたい」，

45.5％は「英文校正を必ず使いたい」と回答してお

り，英文校正に対する高いニーズが確認された
11）
。

この結果を受けて，平成 26 年 9 月に学内の教職員

を対象にした英文校正費の一部助成サービスと学内

の全構成員を対象にした英文校正・翻訳割引サービ

スを開始した。

英文校正費の一部助成サービスは，学内の教職員

が公費で英文校正会社に支払いをした英文校正費の

うち一定額，あるいは一定の割合（平成 27 年度か

ら）を助成するサービスである。ただし，助成対象

はWeb of Science，または SCOPUS などに収録さ

れているジャーナルへ投稿済の原著論文に限定され

る。それは，このサービスが国際的なジャーナルへ

の英語論文の投稿を研究者に促すこと，さらに，論

文の質を向上させてジャーナルへの採択率を上げる

ことを目指しているためである。このサービスによ

り，平成 26 年 9 月から平成 27 年 2 月までに 171

件，平成 27 年 4 月から平成 28 年 2 月までに 274 件

の助成を行った。平成 26 年度の利用者への追跡調

査によると，この制度が研究力強化に資する支援と

して役に立つ，やや役に立つと回答した利用者が

92％，この制度をまた利用したいと回答した利用者

が 95％となっており，研究支援サービスとして高

い評価を得ていることが分かる。

英文校正・翻訳割引サービスは，学内の構成員が

英文校正・翻訳サービスを提供する 4社の業者を利

用する際に，利用料金の割引を受けられるサービス

である。

5.3 学内発行雑誌の国際発信支援

学内で発行されている雑誌の国際発信を支援する

ことも研究成果を世界に発信するためにライティン

グセンターが行っている事業の 1つである。学内発

行雑誌の国際発信支援では，2つの取り組みを行っ

ている。1つ目はすべての学内発行の日本語雑誌に

英文抄録を付与して，広島大学学術情報リポジトリ

から公開すること，2つ目は人文社会科学分野の学

内発行雑誌のWeb of Science，SCOPUS への採録

を支援することである。

1つ目の英文抄録付与と学術情報リポジトリから

の公開では，全学会議（平成 26 年 9 月）に学内発

行の日本語雑誌の英文抄録付与と学術情報リポジト
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リへの登録の義務化を提案し，了承を得た。この義

務化により，日本語で書かれた論文には英文抄録の

付与が必須となった。そのため，ライティングセン

ターでは，英文抄録の作成を支援し，その質を確保

するために学内発行雑誌の英文抄録の校正費を全額

助成している。この英文抄録の校正費助成サービス

により，平成 26 年度には 94 件の校正費を助成し

た。

学内で発行されている雑誌は 140 誌を越えている

が，この義務化以前に学術情報リポジトリから公開

されていた雑誌は 30 誌程度であり，学内の研究成

果の公開が十分になされているとは言い難かった。

このため，この義務化を足掛かりとして，学内発行

雑誌の編集担当と協働して英文抄録付与と学術情報

リポジトリからの研究成果の発信を進めている。

ジャーナル問題に関する検討会の「大学等におけ

るジャーナル環境の整備と我が国のジャーナルの発

信力強化の在り方について」でも指摘されているよ

うに，日本語の雑誌に英文抄録を付与して公開をす

ることで海外からの確実なアクセス向上が期待で

き
12）
，全世界の研究者に広島大学で行われている研

究への理解を深めてもらうことができる。

2つ目の二次情報論文データベースへの採録支援

では，学内で発行された人文社会科学分野の雑誌が

Web of Science，SCOPUS に採録されるための支援

を行っている。具体的には，各データベースの収録

基準を調査し，雑誌が収録されるための条件を確認

した。また，学内発行雑誌がこれらのデータベース

の収録基準を満たしているかを確認するため，査読

体制，投稿者・査読者の地域的広がり，内容の水準

などの調査を行った。これらのデータベースでは，

採録条件の 1 つとして online availability が求めら

れているため，採録を希望する学内発行雑誌の編集

担当に online availability を支援するためのオンラ

インジャーナルプラットフォームの提供などを行っ

ている。

5.4 ライティングセミナー

ライティングセンターでは，平成 26 年度より研

究成果の国際発信を目的として英語論文の書き方や

英語でのプレゼンテーションなどをテーマにしたラ

イティングセミナーを実施している。平成 27 年 12

月までに実施済みのセミナーは下記のとおりであ

る。

平成 26 年度

�英語論文書き方講座

� English Academic Writing で論証力を鍛えよう。

�これから論文を書く若者のために

�英語プレゼンテーションスキルを高めるセミナー

�今，研究者に求められるアカデミックプレゼン

テーション能力とは

� Responding to Student Writing in EFL Clas-

srooms

�英語論文アブストラクトの書き方セミナー

平成 27 年度

�採用率を高める英語論文執筆セミナー

�文献管理ソフト ENDNOTE を使った効果的な論

文作成方法

�英語論文書き方講座

�英語論文の書き方：Technical Writing in English

�明解で説得力のある研究論文を書くワークショッ

プ

�画像不正と疑われないための画像処理

� PR 力のある英文研究成果概要の書き方

�科学者のための英語プレゼンテーション講習会

平成 26 年度は 7 回のセミナーを実施し，延べ

682 人の参加があった。また，平成 27 年度は 8 回

のセミナーを実施して，延べ 700 人の参加があっ

た。平成 26 年度の参加者に実施したアンケートで

は，参加者の 96％がこれらのセミナーが役に立つ，

あるいは，やや役に立つと回答しており，一連のセ

ミナーが参加者の英語論文の執筆やプレゼンテー

ション技術の向上に寄与していることがうかがえ

る。

セミナー参加者の声（抜粋）

�曖昧だった点が良く分かりスッキリした。大変勉

強になったのでこれから活用したい。

�具体的な例を使ったActivity が役に立った。

�論文中での Key Word の使い方は目からウロコ

が落ちた。

� Very useful for academic paper publication.

6．ライティング支援で拡張する大学図書館機能

広島大学ライティングセンターが行っている活動

は，図書館が他の関連部署と密接に連携し，学習と

研究の両面からアカデミックライティングの支援を

行うことで，大学図書館機能を拡張し，発展させて

いく先駆的な取り組みである。

6.1 学習・研究両面におけるライティング支援

第 2 章で述べたように，近年大学図書館はライ

ティング支援に力を入れている。レポートや論文の
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書き方に関する資料をそろえて専用のコーナーを

作ったり，ラーニングコモンズに配置された学生

チューターがパソコンのサポートや学習支援サービ

スなどとともにレポートの書き方を教えたり，教員

と共同してワークショップやセミナーを開催したり

といった活動はすでに多くの図書館が取り組んでい

る。

しかし，広島大学図書館がライティングセンター

として行っている取り組みは，学習支援機能と研究

支援機能とをあわせもち，学部生から大学院生・教

員までレベルに応じたアカデミックライティングス

キルの向上を目指す専門的なライティング支援サー

ビスである。学習支援を主目的としたライティング

相談では，授業との連携や独自の研修を実施してラ

イティング支援を専門に担当できるチューターの養

成システムを確立した。そして，チューターは授業

レポートから博士論文や投稿論文（日本語文章の

み）までのすべての学術的文章のライティング支援

を行っている。また，研究支援では，英語論文作成

相談，英文校正費の一部助成や学内発行雑誌の国際

発信支援，ライティングセミナーの開催などの多様

なサービスを展開して研究者のライティングをサ

ポートするとともに，広島大学で生産される英語論

文の増加や質の向上に努めている。

6.2 関連部署との連携

中央教育審議会による答申
13）
や研究大学強化促進

事業
14）
，スーパーグローバル大学創成支援

15）
にみら

れるように，大学は教育の質的転換，研究力の強

化，グローバル化への対応と次々と新しい変化を求

められている。こういった大きな流れの中で，大学

図書館も大学が目指す方向や大学が定めたミッショ

ンに応じて，図書館が従来から行ってきた学習支

援，研究支援のサービスを強化させなければならな

い。

そのような大学の方針に基づくミッションを遂行

するには，図書館単体での支援体制の強化も大切だ

が，十分な予算と人的資源が確保できない状況では

その実施は困難である。そのため，学内外の関連部

署や機関との連携が必須となる。専門的な知識や能

力を持ったさまざまな人材がチームとなって機能す

ることで，限られた資源を有効に使い，効果的な結

果を得ることが可能になる。

広島大学図書館では，専任教員，研究企画室，教

育学研究科や教育担当部署などと協力，連携してラ

イティングセンターの運営を行い，学習環境の整

備，研究大学としての発展という大学のミッション

達成に努めている。

6.3 応用可能なモデル

広島大学ライティングセンターの取り組みは，必

ずしも広島大学固有の事象ではなく，他の大学ある

いは大学図書館に応用可能なモデルである。日本の

ライティングセンターには，目的やサービス対象，

実施者などに様々な違いがある。その中で，早稲田

大学や広島大学などで行っている大学院生をチュー

ターとして雇用し，主に学部生から大学院生を対象

としたライティング支援を行うスタイルはライティ

ングセンターのモデルの 1つである。

このようなライティング支援を展開するうえで重

要なことは，ライティング支援を専門に行うチュー

ター養成のシステムを確立することである。学内外

のリソースを活用してチューターを養成するシステ

ムができ，質の高いチューターを継続的に確保・育

成することができれば，専門的なライティング支援

を行うことは難しいことではない。

実際に広島大学図書館は，当初，ライティングセ

ンターの環境構築の予算がなく，担当教員もいな

い，また，担当する職員もライティング支援の知識

や経験がないという非常に困難な状況にあったが，

ライティングセンターを立ち上げ，日本語文章のラ

イティング相談を開始することができた。その背景

には，学内の関連授業の開設とそれと連携した

チューターの養成，早稲田大学ライティングセン

ターからの実践的なライティング相談業務のノウハ

ウの提供，チューター達の自立的かつ積極的な活動

などの大きな要因があった。

つまり，今後チューター養成のノウハウが共有さ

れるようになり，学内外の資源を有効に活用できる

環境が整い，意欲と能力があって自発的に活動でき

るチューターが確保できれば，ライティング支援は

どこの大学図書館でも実施できるサービスとなりう

る。

6.4 拡張・発展する大学図書館機能

学術情報の流通サイクルを大きく分類すると，研

究や学習に必要な情報を得て活用する「利用」，得

た情報をもとに自分の研究や学習を進めて新しい成

果を生み出す「生産」，生産した成果を発表する

「発信」の 3つに分けられる。

大学図書館は，従来この 3つのうちの利用を支援

する活動を行ってきた。具体的には，必要な資料を

収集・構築するための資料選択や蔵書構築，電子

ジャーナルやデータベースの整備といった整理業

務，さらに自分がほしい情報をどのように探したら

よいかというレファレンスや情報リテラシー業務な

どである。
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2000 年代前半からは利用の支援に加えて，新た

に発信を支援する機能が加わった。大学が提供する

プラットフォームから雑誌論文や会議発表論文，プ

レゼンテーション資料などの研究成果を発信する機

関リポジトリはその代表例である。機関リポジトリ

は 2003 年に千葉大学が初めてサービスを開始した

が，国立情報学研究所の機関リポジトリ一覧による

と，その 13 年後の 2016 年には 506 機関（共同リポ

ジトリを含む）が機関リポジトリを構築してお

り
16）
，機関リポジトリを介した学内の研究成果の公

開は図書館が主体となって行うサービスとして完全

に定着した。加藤は「機関リポジトリの設置とそれ

による大学の教育研究成果の収集と発信は，大学図

書館の研究支援の役割が明らかに『情報収集』から

『情報収集と発信』に変わりつつあることを示して

いる。」と述べている
17）
。また，広島大学図書館を

含むいくつかの大学図書館では，大学出版会を設置

して学内の研究成果を書籍として出版することで研

究成果の発信を行っている。同様にお茶の水女子大

学附属図書館でも E-book サービスを提供して，教

育・研究成果の公開を行っている
18）
。

すなわち，大学図書館は機関リポジトリでの論文

公開や大学出版会などを通じた書籍や E-book の発

行などにより，研究成果の発信にも大きく関与し，

従来の図書館機能を拡張させた。

これに加えて，広島大学図書館はライティング支

援を行うことで，生産を支援する活動も行ってい

る。ライティングセンターが行うライティング支援

は，今までの図書館業務では行ってこなかった情報

の生産過程にまで踏み込み，学習成果や研究成果の

質を向上させることを目的としている。

これにより，図書館は情報の生産にも大きく関与

することになり，学術情報のサイクルにおける利

用，生産，発信のすべての活動を支援することにな

る。

7．おわりに

広島大学図書館は，ライティングセンターの活動

を通じて，学習と研究の両面からアカデミックライ

ティングの支援を行っている。図書館は従来から学

術情報の利用支援を行い，2000 年代にその業務に

発信支援が加わった。これに加えて，図書館がライ

ティング支援を行い，直接的に情報の生産を支援す

ることで，情報の利用，生産，発信という学術情報

のサイクルのすべての段階を支援することになる。

これにより，現在の大学図書館の機能をさらに拡張

し，発展させることが可能になるのである。
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Initiatives of the Hiroshima University Writing Center Expanding and Developing University Library

Functions

Abstract：The Hiroshima University Writing Center was established with the goal of supporting learning

and research, and the Hiroshima University Library plays a central role in the Writing Center ʼ s

establishment and operation. The Writing Center engages in a variety of support initiatives for both learning

and research, offering writing consultation for the former and submission of research findings for the latter.

The library closely coordinates the Writing Centerʼs activities with other related departments, and through

academic writing support for both learning and research, these trailblazing efforts expand and develop the

university libraryʼs functions.
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